判決書冒頭部分の記載例

●判決書冒頭部分
平成２５年○月○日判決言渡　同日原本領収　裁判所書記官
平成２５年(ワ)第１２３４５６号　○○請求事件
平成２５年１０月２８日　口頭弁論終結

判決

●判決の構成
平成２５年○月○日判決言渡　同日原本領収　裁判所書記官
平成２５年(ワ)第１２３４５６号　○○請求事件
平成２５年１０月２８日　口頭弁論終結

判決
（当事者の表示）
主文
１　
２　
事実及び理由
第１　請求
１

第２　事案の概要
１　前提事実
２　争点
３　争点についての当事者の主張
第３　当裁判所の判断
１　認定事実
○○○
２　争点について
○○○

第４　結論
よって，○○○

○○地方裁判所民事第○部

裁判長裁判官　　　○○○○


　　　裁判官　　　○○○○


　　　裁判官　　　○○○○


●判決書末尾の記名１（簡裁）
○○簡易裁判所

　　　裁判官　　　○○○○ 
 

●判決書末尾の記名２（地裁単独体）
○○地方裁判所第○民事部

　　　裁判官　　　○○○○ 


●判決書末尾の記名３（合議体）
○○地方裁判所第○民事部

裁判長裁判官　　　○○○○

　　　裁判官　　　○○○○

　　　裁判官　　　○○○○


●決定書末尾の記名（作成日付入り）
平成○年○月○日
○○○○裁判所

　　　裁判官　　　○○○○

●和解に代わる決定の末尾注意記載
　この決定に対して不服のある当事者は，本決定の告知を受けた日から２週間以内に，当裁判所に異議の申立をすることができる。前記期間内に異議の申立があったときは，本決定は効力を失う。異議の申立がなかったときは，本決定は裁判上の和解（確定判決）と同一の効力を有することになる。
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